
 



講演要旨 
	 地球生態系にあって、太平洋に面する東アジアの島嶼は、世界のなかで唯一湿潤気候に

属し、熱帯から亜寒帯にかけて熱帯降雨林・亜熱帯照葉樹林・暖温帯照葉樹林・冷温帯落

葉樹林・冷温帯針広混交林・亜寒帯落葉樹林が成立する。日高山脈は亜寒帯落葉樹林の山

岳型としてとらえられる。この特性は西欧の研究者から認識されていない。北海道の高山

植物相は湿潤気候下に成立するフロラの特徴をもち、興味深いことに大雪山彙は北アジア

太平洋要素、日高夕張山系は欧亜要素に特徴があり、日高と大雪の高山植物フロラは森林

帯の特徴と逆の現象が見られる。この要因について判りやすく解説する。そして地球温暖

化によるアポイ岳 50年間の高山植物相の衰退とその対策について紹介する。	 
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○	 学	 歴：北海道大学農学部卒	 	 	 農学博士（東京大学）	 
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○	 専	 門：植物地理学、生態系管理学、森林生態学、樹木学	 
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○主な社会的活動：国連食糧農業機関.FAO Consultant	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 日本学術振興会生物-電子工学インターフェースに関する研究開発専門委員	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 林野庁熱帯林問題に関する懇談会専門部会長	 
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○主な著書・編書：「自然保護ハンドブック」共著，東大出版，昭和 58年	 
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	 	 	 	 	 	 	 	 	 「森の芽生えの生態学」共著、文一総合出版、平成２０年	 
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